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地域ＳＮＳとは 

 SNS (Social Networking 
Service) 
◦ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活用したｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｲﾄ。 世界的にはFacebook, 

MySpaceが有名。日本ではMixiが中心的存在。紹介制による
友人同士のコミュニティーが基本だが、参加者が多くなり、
ｵｰﾌﾟﾝなコミュニティーに近づいている。 

◦ 若者を中心に日常のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ化しており、 毎日アクセス
し、日記を公開したり、 

     コミュニティーに参加、友人を広げる 

     等の目的で利用されている。 
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合計設置数 

地域ＳＮＳの合計設置数（2004年12月～2008年2月） 

ＩＴによる地域交流、地域コミュニティ 
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なぜ地域ＳＮＳ？ 

 

        Becouse・・・ 

地域×学生 
                                 

インターゼミ（寺島塾）の研究成果 

地域活動への興味
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参加中 経験あり 参加したい 興味なし

地域ＳＮＳが学生の地域活動への障壁を下げ、持続性を上げるのではないか！？ 

→多摩市活性化？ 
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まず実践 

まずは自分たちが地域活動を体験、 

地域に出てマッチングさせながらＳＮＳを試みる  

 

     オーガニック市           
    

諏訪七夕祭り 
 

諏訪小運動会 
 

諏訪小ふれんず 
 

 

 
 

留学生 
 

聖蹟サンマルシェ 
 

学園祭 
 

ハロウィン 
 

 
どう地域と関わるか？どんな学生が求められているか？どうマッチングさせるか？ 
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学び 

マッチングによって・・・ 

地域 学生 
人手丌足解消 

問題解決 

共感者 

成長、自己実現 

経験、自信 

仲間、居場所 

マッチングに必要な要素 

・その団体や活動家の方の理念や想いを理解することが重要 

・活字情報より信頼関係のつながりが重要である。 

・学生に対しての継続的なインセンティブ（経験、人、金銭） 

持続的でＷＩＮ－ＷＩＮな地域×学生が重要！！ 
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地域ＳＮＳ実践  

ＳＮＳ 

→タウンチップ（地域協働推進機
構） 

ふれんず 

留学生 

 

・情報可視化 

・コミュニケーション 

・ポイント 

 

 

実験中 

現在実験的に活用中。多くの人や場で使われながら可能性を探っていきたい 
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多摩市の素敵な未来へ 
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